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富山県ができるまで
私たちが住んでいる富山県。印象が薄い県とか、地味な県
とか言われているが、そもそもどんな歴史があるのか？　
今回はそれについて探ってみる。

ふるさと再発見
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越前

越
後

大
宝
２
年
、頸
城
、魚
沼
な
ど
４
郡

が
越
後
に
移
さ
れ
、天
平
13
年
、能

登
地
方
が
越
中
に
編
入
さ
れ
た
。

加
賀
藩
か
ら
富
山
藩
10
万
石
が
分
立
。
明

治
４
年（
１
８
７
１
）７
月
14
日
、
廃
藩

置
県
に
よ
り
富
山
藩
が
富
山
県
と
な
る
。

射
水
郡
が
新
川
県
に
編
入
さ
れ
、
県

庁
が
富
山
に
移
る
。

石
川
県
か
ら
分
離
、
現
在
の
富
山
県

と
な
る
。

越
の
国
を
３
分
し
た
。

富
山
藩

富
山
藩大

聖
寺
藩

越
中
国
か
ら
能
登
地
方
が
分
か
れ

る
。（
現
在
の
富
山
県
の
県
域
と
同

じ
と
な
る
）

新
川
県
が
設
置
さ
れ
、県
庁
が
魚
津

に
置
か
れ
る
。

新
川
県
が
石
川
県
に
編
入
さ
れ
る
。
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大
化
の
改
新
（
６
４
５
年
）
の

頃
、
北
陸
地
方
は
新
潟
県
も
含
め
て

越こ
し
の
く
に
国
（
高
志
、
古
志
）
と
呼
ば
れ
、

阿あ

べ

ひ

ら

ふ

倍
比
羅
夫
（
７
世
紀
中
期
の
日
本
の

将
軍
）
が
越
国
守
に
任
ぜ
ら
れ
た
こ
と

も
あ
っ
た
。
越
国
は
大
和
朝
廷
の
東
北

平
定
の
基
地
の
一
つ
と
し
て
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
た
。
７
世
紀
末
、
越

前
・
越
中
・
越
後
と
分
か
れ
て
も
、
こ

の
役
割
は
続
い
た
。
越
中
守
の
文
献
上

の
初
出
は
、
天
平
４
年
（
７
３
２
年
）

任
命
の
田
口
年
足
。
万
葉
集
の
選
者
と

し
て
有
名
な
大
伴
家
持
が
赴
任
し
た
の

は
天
平
18
年
（
７
４
６
年
）。
大
伴
氏

は
代
々
武
将
で
、
武
を
も
っ
て
朝
廷
に

つ
か
え
た
名
族
。
律
令
政
府
の
要
職
に

多
く
の
人
材
を
送
り
込
ん
で
い
た
。
家

持
は
、
天
て
ん
ぴ
ょ
う
し
ょ
う
ぼ
う

平
勝
宝
３
年
（
７
５
１
年
）

に
少
納
言
に
任
ぜ
ら
れ
る
ま
で
の
満
５

年
、
越
中
に
在
任
し
た
。
国
府
は
現
在

の
高
岡
市
伏
木
古ふ
る
こ
ふ

国
府
に
あ
っ
た
。

　

こ
の
頃
、
墾
田
の
永
代
私
有
が
認
め

→

→

→

→

→

→

→

ら
れ
た
為
、
有
力
者
が
競
っ
て
荘
園
を

集
め
た
。
東
大
寺
を
は
じ
め
と
し
た
荘

園
は
拡
大
の
一
途
を
た
ど
り
、
公
田
は

少
な
く
な
り
、
さ
ら
に
豪
族
が
荘
官
と

な
っ
て
荘
園
の
開
発
を
進
め
た
。

　

中
世
の
越
中
で
は
、
平
氏
全
盛
期
に

は
、
平
教の
り
も
り盛

・
盛も
り
と
し俊

・
業な
り
い
え家

ら
が
相
次

い
で
越
中
国こ
く
し司

と
な
っ
た
。
源
義
仲
が

京
を
目
指
す
と
、
新
川
郡
の
宮
崎
氏
、

砺
波
郡
の
石
黒
氏
が
そ
れ
に
呼
応
。
義

仲
は
倶
利
伽
藍
峠
で
平
維こ
れ
も
り盛
の
軍
を
破

り
京
に
攻
め
入
っ
た
が
、
義
仲
軍
は
京

で
不
評
を
買
い
、
京
を
追
わ
れ
、
源
義

経
に
よ
っ
て
滅
ぼ
さ
れ
た
。

　

鎌
倉
に
幕
府
を
開
い
た
源
頼
朝
は
、

義
経
追
討
を
名
目
に
諸
国
に
守
護
を
置

き
、
勢
力
を
拡
大
。
越
中
の
初
代
守
護

に
は
重
臣
・
比ひ
き
よ
し
か
ず

企
能
員
が
任
ぜ
ら
れ
た
。

承じ
ょ
う
き
ゅ
う

久
の
乱
（
後
鳥
羽
上
皇
が
鎌
倉
幕

府
倒
幕
の
兵
を
挙
げ
た
）
後
は
執
権
北

条
泰や
す
と
き時

の
弟
で
あ
る
朝と
も
と
き時

と
そ
の
一
族

名な
ご
や越
氏
が
任
に
あ
た
っ
た
。
幕
府
滅
亡
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に
際
し
、
名
越
時と
き
あ
り有
は
出
羽
・
越
後
の

倒
幕
軍
に
攻
め
ら
れ
、
妻
子
を
奈
呉
の

海
に
沈
め
放ほ
う
じ
ょ
う
づ

生
津
城
で
自
害
し
た
。

　

そ
の
後
、
天
皇
親
政
（
天
皇
が
自
ら

政
治
を
行
う
）
の
復
活
を
は
か
っ
た
建

武
政
権
は
、
越
中
国
司
に
中ち
ゅ
う
い
ん
さ
だ
き
よ

院
定
清
を

任
じ
た
が
、武
家
勢
力
を
無
視
で
き
ず
、

土
豪
の
出
身
と
い
わ
れ
る
普ふ
も
ん
と
し
き
よ

門
利
清
を

守
護
と
し
た
。
が
、
武
家
政
権
を
目
指

す
足
利
尊
氏
の
呼
び
か
け
で
普
門
は
中

院
を
石
動
山
（
石
川
県
中
能
登
町
）
に

滅
ぼ
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
越
中
は
中
央
の
政
情
変

化
に
つ
れ
て
揺
れ
、
室
町
幕
府
３
代
将

軍
・
足
利
義よ
し
み
つ満
が
畠
山
基も
と
く
に国
を
守
護
と

し
て
か
ら
は
、
越
中
の
武
士
は
そ
の
家

臣
団
と
し
て
統
制
に
服
し
た
。
畠
山
氏

は
、
越
中
の
他
に
、
紀
伊
・
河
内
・
山

城
の
守
護
も
兼
ね
、
室
町
幕
府
の
管か
ん
れ
い領

と
も
な
っ
た
為
、
ほ
と
ん
ど
越
中
に
在

国
し
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
有
力
な
家

臣
を
守
護
代
と
し
て
統
治
さ
せ
た
。
砺

波
郡
は
遊ゆ

さ佐
氏
（
本
拠
は
蓮
沼
城
／
小

矢
部
市
）、
新
川
郡
は
椎し
い
な名

氏
（
松
倉

城
／
魚
津
市
）、
射
水
・
婦
負
二
郡
は

執
事
の
神じ
ん
ぼ
う保
氏
（
放
生
津
な
ど
／
射
水

市
）
が
支
配
し
た
。
神
保
氏
は
越
中
の

守
護
代
三
氏
の
中
で
最
も
有
力
で
あ
っ

た
。
も
と
は
惟こ
れ
む
ね
う
じ

宗
氏
の
出
で
あ
る
と
い

い
、鎌
倉
に
出
て
畠
山
氏
に
仕
え
た
が
、

畠
山
基
国
が
越
中
を
領
す
る
時
に
、
入

国
し
た
と
い
う
。

　

越
中
の
守
護
は
基
国
の
後
、
子
の

満み
つ
い
え家
、
そ
の
子
の
持も
ち
く
に国
が
継
い
だ
。
し

か
し
、
持
国
に
は
当
初
子
が
な
く
、
弟
・

持
富
の
子
・
政ま
さ
な
が長
を
養
子
と
し
た
が
、

そ
の
後
実
子
義よ
し
ひ
ろ就
が
生
ま
れ
、
政
長
を

廃
嫡
。
政
長
は
、神
保
長な
が
の
ぶ誠

に
担
が
れ
、

管
領
細
川
勝
元
を
頼
り
、
そ
の
後
援
を

受
け
管
領
に
就
任
。
し
か
し
、
山や
ま
な名
持

豊
（
宗そ
う
ぜ
ん全

）
ら
が
義
就
を
擁
立
、
政
長

は
罷
免
さ
れ
た
。
こ
れ
を
不
服
と
し
て

細
川
勝
元
を
頼
り
、
挙
兵
。
応
仁
の
乱

の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

　

応
仁
の
乱
（
１
４
６
７
年
）
で
は
、

10
代
将
軍
・
足
利
義よ
し
き材

（
義よ
し
た
ね稙

）
が
神

保
氏
を
頼
っ
て
放
生
津
に
入
り
、
越
中

御
所
、
又
は
越
中
公く
ぼ
う方
と
い
わ
れ
た
。

　

文
亀
元
年
（
１
５
０
１
年
）、
長
誠

が
死
ぬ
と
、
子
の
慶よ
し
む
ね宗
が
継
い
だ
。
越

中
守
護
の
畠
山
尚ひ
さ
の
ぶ順

（
政
長
の
子
）
は

河
内
に
あ
り
、
越
中
は
慶
宗
に
任
せ
た

が
、
慶
宗
は
尚
順
の
意
に
背
く
こ
と
が

多
か
っ
た
の
で
、
尚
順
は
遊
佐
慶よ
し
ち
か親
や

一
向
一
揆
衆
な
ど
、
主
と
し
て
砺
波

郡
の
諸
豪
の
協
力
を
求
め
、
永
正
３
年

（
１
５
０
６
年
）、
越
後
守
護
代
の
長
尾

能よ
し
か
げ景
に
慶
宗
を
討
た
せ
た
が
、
か
え
っ

て
能
景
ら
を
般は
ん
に
ゃ
の

若
野
で
負
死
さ
せ
た
。

　

そ
の
後
、永
正
16
年（
１
５
１
９
年
）、

能
景
の
子
・
長
尾
為た
め
か
げ景

が
軍
を
率
い
て

越
中
に
入
り
、
慶
宗
の
本
拠
・
二
上

城
（
守
山
城
／
二
上
山
）
に
迫
っ
た
。

翌
年
も
為
景
は
越
中
に
入
り
新
川
郡
を

席
巻
し
、
新
庄
に
陣
を
構
え
た
。
慶
宗

は
、
神
通
川
を
超
え
て
太
田
荘
に
陣
を

サクラパックス（株）

張
り
、
遊
佐
・
椎
名
・
土
肥
ら
越
中
の

諸
豪
と
連
合
し
対
抗
し
た
が
討
ち
死
に

し
、
椎
名
氏
は
降
参
し
た
。
翌
大
永
元

年
（
１
５
２
１
年
）、
尚
順
は
為
景
を

越
中
新
川
郡
の
守
護
代
に
任
じ
、
椎
名

氏
を
代
官
と
し
て
神
保
氏
を
抑
え
さ
せ

た
。
越
中
の
東
部
は
長
尾
氏
の
勢
力
圏

に
入
っ
た
。守
護
畠
山
氏
は
尚
順
の
子
・

稙た
ね
な
が長

が
継
い
だ
が
、
守
護
と
は
名
ば
か

り
で
越
中
へ
の
勢
威
を
失
っ
た
。

　

慶
宗
の
死
後
、
神
保
氏
は
落
ち
ぶ
れ

た
が
、
そ
の
子
・
長な
が
も
と職
が
神
保
家
の
再

興
を
図
り
、天
文
12
年
（
１
５
４
３
年
）

に
神
通
川
を
越
え
て
新
川
郡
に
進
出
、

富
山
城
を
築
き
、
椎
名
氏
の
領
地
を
侵

略
し
始
め
た
。
椎
名
長な
が
つ
ね常

は
敗
北
し
、

翌
年
、
畠
山
氏
の
分
家
で
あ
る
能
登
畠

山
氏
の
仲
裁
で
和
睦
。
神
保
氏
は
常
願

寺
川
以
西
を
併
呑
し
、
越
中
最
大
の
勢

力
を
築
き
上
げ
た
。

　

永
禄
２
年
（
１
５
５
９
年
）、
再
び

椎
名
氏
へ
圧
迫
を
始
め
た
た
め
、　

翌

年
、為
景
の
跡
を
継
い
だ
子
・
輝
虎
（
上

杉
謙
信
）
が
越
中
に
攻
め
入
り
、
神
保

氏
は
敗
北
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
も

甲
斐
の
武
田
信
玄
と
通
謀
し
て
上
杉
・

椎
名
氏
と
敵
対
し
た
た
め
、
永
禄
５
年

（
１
５
６
２
年
）、
２
度
に
わ
た
り
謙
信

の
再
侵
攻
を
受
け
、
能
登
畠
山
氏
の
仲

介
で
降
伏
し
た
。
長
職
は
神
通
川
以
東

を
失
っ
た
が
、
本
領
の
射
水
・
婦
負
二

郡
支
配
権
は
従
来
通
り
認
め
ら
れ
た
。

　

永
禄
９
年
（
１
５
６
６
年
）
に
能
登

畠
山
氏
に
内
紛
が
起
こ
り
、
義
綱
父
子

が
重
臣
に
よ
り
追
放
さ
れ
、
長
職
は
復

帰
に
尽
力
す
る
が
果
た
せ
な
か
っ
た
。

　

永
禄
11
年
（
１
５
６
８
年
）、
武
田

信
玄
の
調
略
を
受
け
た
椎
名
康や
す
た
ね胤

が
突

如
上
杉
家
を
離
反
し
、
一
向
一
揆
と
結

ん
で
武
田
方
に
寝
返
っ
た
。
謙
信
は
こ

れ
に
激
怒
し
、
大
軍
を
も
っ
て
越
中
に

侵
攻
し
た
。天
正
元
年（
１
５
７
３
年
）、

武
田
信
玄
が
亡
く
な
る
と
、
背
後
の
脅

威
が
な
く
な
っ
た
謙
信
は
、
越
中
の
一

揆
や
土
豪
を
一
気
に
平
定
し
、
大
部
分

を
掌
握
。
さ
ら
に
進
ん
で
加
賀
の
な
か

ば
を
征
服
し
、
天
正
５
年
（
１
５
７
７

年
）
に
は
能
登
畠
山
氏
を
滅
ぼ
し
、
能

登
を
も
手
中
に
お
さ
め
た
。

　

一
方
、
織
田
信
長
は
、
は
じ
め
謙
信

と
同
盟
し
て
信
玄
に
あ
た
っ
た
が
、
信

玄
の
亡
き
後
盟
約
を
破
り
、
浅
井
・
朝

倉
を
滅
ぼ
し
、
天
正
２
年
（
１
５
７
４

年
）
に
は
一
揆
を
破
っ
て
加
賀
の
南
部

に
ま
で
侵
入
し
、
上
杉
の
勢
力
圏
と
接

す
る
ま
で
に
な
っ
た
。

　

加
賀
ま
で
進
出
し
た
織
田
勢
は
、
越

前
北
ノ
庄
に
柴
田
勝
家
、
越
前
府
中
に

佐
々
成
政
・
前
田
利
家
、
加
賀
の
御
幸

塚
に
佐
久
間
盛も
り
ま
さ政

を
配
し
た
。
天
正
６

年（
１
５
７
８
年
）、謙
信
が
急
逝
し
た
。

上
杉
方
勢
力
が
動
揺
す
る
の
に
乗
じ

て
、
信
長
は
彼
の
も
と
に
亡
命
し
て
い

た
神
保
長
職
の
子
・
長
住
を
越
中
に
返

し
、
旧
勢
力
の
挽
回
を
は
か
り
、
神
保

氏
の
分
家
の
氏
張
も
こ
れ
を
助
け
た
。
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長
住
は
、
応
援
に
き
た
美
濃
の
斎

藤
利
次
と
と
も
に
、
上
杉
方
の
河
田
長

親
を
富
山
南
方
の
今
泉
や
月
岡
野
で

破
り
、
旧
臣
の
中
で
復
帰
す
る
も
の
も

あ
っ
て
富
山
城
に
入
る
こ
と
が
で
き

た
。
し
か
し
、
神
保
氏
の
勢
力
で
は
、

な
お
強
大
な
景
勝
（
謙
信
の
養
子
）
の

勢
力
に
は
対
抗
し
き
れ
ず
、
信
長
は
天

正
８
年
（
１
５
８
０
年
）、家
臣
の
佐
々

成
政
を
派
遣
、
長
住
に
協
力
さ
せ
た
。

　

成
政
は
、
氏
張
ら
の
居
城
・
守
山
城

を
拠
点
と
し
て
、
砺
波
郡
の
一
向
一
揆

を
討
ち
、
東
の
新
川
郡
に
上
杉
勢
を

追
っ
て
越
中
の
各
地
を
転
戦
し
た
。
天

正
９
年
（
１
５
８
１
年
）、
佐
々
・
神

保
ら
が
上
洛
し
て
い
た
留
守
を
狙
っ
て

松
倉
城
の
河
田
長
親
が
小
出
城
（
富
山

市
水
橋
）
を
攻
め
た
。
成
政
は
急
い
で

帰
国
し
小
出
城
を
救
出
。
信
長
は
成
政

の
功
を
賞
し
、越
中
の
守
護
を
命
じ
た
。

一
方
、
利
家
は
、
能
登
一
国
を
与
え
ら

れ
、
天
正
９
年
（
１
５
８
１
年
）、
七

尾
城
の
城
主
と
な
っ
た
。

　

天
正
10
年
（
１
５
８
２
年
）、
織
田

の
家
臣
・
柴
田
勝
家
が
信
長
か
ら
越
後

の
領
有
を
命
ぜ
ら
れ
、
勝
家
は
、
佐
々

成
政
・
前
田
利
家
と
と
も
に
上
杉
攻
略

の
準
備
を
始
め
た
。
一
方
、上
杉
方
は
、

魚
津
城
（
大
町
小
学
校
あ
た
り
）、
松

倉
城
の
二
城
を
固
め
戦
い
に
備
え
た
。

　

そ
の
頃
、
神
保
氏
譜
代
の
臣
で
あ
る

神
保
覚よ
し
ひ
ろ広
・
小こ
じ
ま
も
と
し
げ

島
職
鎮
・
唐
人
親
広
ら

は
、
ひ
そ
か
に
上
杉
景
勝
に
通
じ
、
長

住
を
富
山
城
に
幽
閉
。
こ
れ
を
知
っ
た

佐
々
・
柴
田
勢
は
、
魚
津
・
松
倉
城
を

攻
め
る
兵
の
一
部
を
割
い
て
富
山
城
を

猛
攻
。
覚
広
ら
は
支
え
き
れ
ず
、
城
を

捨
て
て
五
箇
山
に
逃
げ
込
ん
だ
。
そ
の

後
、
成
政
が
富
山
城
に
入
っ
た
。

　

天
正
10
年
６
月
、
４
ヶ
月
の
籠
城
に

耐
え
て
き
た
魚
津
城
は
悲
劇
の
落
城
を

遂
げ
た
。
そ
の
翌
日
、
織
田
信
長
が
京

都
・
本
能
寺
で
明
智
光
秀
に
攻
め
ら
れ

自
害
し
た
悲
報
が
佐
々
の
陣
に
届
い

た
。（
信
長
の
長
男
・
信
忠
も
攻
め
ら

れ
二
条
新
御
所
で
自
害
）。
諸
将
は
景

勝
攻
略
を
い
っ
た
ん
中
止
し
て
陣
容
を

固
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
前
田
利
家
は

魚
津
の
陣
を
引
き
払
い
、
能
登
に
向
か

い
七
尾
城
に
入
っ
た
。（
同
年
、
利
家

は
、
山
城
の
七
尾
城
か
ら
、
港
を
臨
む

小
山
を
縄
張
り
し
て
築
城
し
た
小
丸
山

城（
七
尾
市
）に
拠
点
を
移
し
て
い
る
。）

　

そ
の
後
、
秀
吉
は
信
長
の
嫡
孫
・
秀

信
（
信
忠
の
嫡
男
・
三
法
師
）
を
擁
し

た
が
、
信
長
の
三
男
・
信
孝
が
柴
田
勝

家
と
は
か
っ
て
秀
吉
を
除
こ
う
と
し

た
た
め
、
秀
吉
と
勝
家
の
抗
争
が
表
面

化
。
利
家
・
盛
政
・
成
政
ら
は
勝
家
側

に
立
っ
た
が
、
成
政
は
在
国
し
て
上
杉

勢
に
備
え
た
。
秀
吉
は
、
上
杉
景
勝
や

瑞
泉
・
勝
興
両
寺
と
む
す
び
、
天
正
11

年
（
１
５
８
３
年
）
北
進
し
、
越
前
の

賤
ヶ
岳
で
盛
政
を
破
り
、
勝
家
を
北
ノ

庄
で
自
刃
さ
せ
た
の
で
、
利
家
・
成
政

は
秀
吉
に
降
参
し
た
。
成
政
は
秀
吉
か

ら
越
中
守
護
の
朱
印
状
を
受
け
、
越
中

一
国
の
領
主
と
な
っ
た
。
利
家
は
合
戦

た
け
な
わ
で
突
然
撤
退
し
、
秀
吉
の
勝

利
を
決
定
づ
け
た
こ
と
か
ら
、
能
登
国

は
安
堵
さ
れ
、
さ
ら
に
佐
久
間
盛
政
の

旧
領
・
加
賀
国
の
う
ち
石
川
・
河
北
両

郡
を
加
増
さ
れ
、
尾
山
城
（
の
ち
の
金

沢
城
）
に
入
っ
た
。

　

そ
の
後
、
信
長
の
二
男
・
信の
ぶ
か
つ雄

が
家

康
と
と
も
に
秀
吉
打
倒
の
兵
を
挙
げ

た
。
成
政
・
利
家
は
信
雄
の
要
請
を
断

り
秀
吉
方
に
味
方
し
た
。
し
か
し
、
成

政
は
そ
の
後
、
家
康
側
に
引
き
入
れ
ら

れ
た
。
一
方
で
は
、
前
田
家
と
婚
儀
の

話
を
進
め
秀
吉
の
味
方
の
よ
う
に
取
り

繕
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
富
山
城
の
茶
坊

主
・
養じ
ょ
う
と
ん頓が

前
田
方
家
臣
に
密
告
。
成

政
は
利
家
と
表
立
っ
て
敵
対
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
成
政
は
、
能
登
羽
咋
の

末す
え
も
り森

城
を
攻
め
能
登
と
加
賀
の
分
断
を

図
っ
た
が
、
城
主
・
奥
村
永な
が
と
み福
が
利
家

の
援
軍
到
着
ま
で
城
を
守
り
、
成
功
し

な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
信
雄
が
秀
吉
と

講
話
を
結
ん
だ
と
い
う
驚
く
べ
き
情
報

が
入
る
。
成
政
は
家
康
の
意
向
を
打

診
す
る
と
と
も
に
奮
起
を
請
わ
な
け
れ

ば
と
、
雪
の
立
山
ざ
ら
峠
を
越
え
て

家
康
に
会
い
に
行
っ
た
が
、
す
で
に
秀

吉
と
和
睦
し
た
後
だ
っ
た
。
天
正
13
年

（
１
５
８
５
年
）、
秀
吉
が
織
田
信
雄
を

先
鋒
に
利
家
軍
を
加
え
て
10
万
の
大
軍

を
率
い
て
越
中
に
入
っ
た
。黒
河
山（
太

閤
山
に
改
称
）
を
経
て
、
白
鳥
城
に
布

陣
し
、富
山
城
を
圧
迫
し
た
。
成
政
は
、

頭
を
剃
っ
て
降
伏
し
た
。

　

成
政
降
伏
後
は
、
成
政
の
所
領
の
う

ち
神
通
川
の
西
３
郡
、
婦
負
・
射
水
・

砺
波
郡
が
利
長
に
与
え
ら
れ
、
残
り
の

新
川
郡
は
も
と
の
ま
ま
成
政
に
残
さ
れ

た
。
天
正
15
年
、
秀
吉
は
成
政
を
肥
後

（
熊
本
）
に
栄
転
さ
せ
、
新
川
郡
は
直

轄
地
と
し
て
利
長
に
あ
ず
け
た
。
文
禄

４
年
（
１
５
９
５
年
）、
秀
吉
は
新
川

郡
も
名
実
と
も
に
前
田
氏
に
与
え
、
秀

頼
の
守
護
を
頼
ん
だ
。

　

利
長
は
慶
長
３
年
（
１
５
９
８
年
）、

利
家
隠
退
の
あ
と
を
受
け
て
加
賀
藩
主

と
な
っ
た
が
、
関
ヶ
原
の
戦
い
で
徳
川
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方
に
つ
い
て
働
い
た
功
に
よ
り
、
正
式

に
加
・
越
・
能
３
ヶ
国
１
２
０
万
石
の

領
有
を
徳
川
氏
に
よ
り
承
認
さ
れ
た
。

　

慶
長
10
年
、
利
長
は
家
督
を
利
常
に

譲
り
、
金
沢
城
か
ら
富
山
城
に
移
る

が
、
慶
長
14
年
（
１
６
０
９
年
）、
い

た
ち
川
近
く
か
ら
出
火
し
た
火
事
で
、

富
山
城
や
周
辺
の
町
が
火
事
で
ほ
ぼ
焼

失
し
た
た
め
、
利
長
は
一
時
魚
津
城
に

移
っ
た
。
そ
の
後
、
高
山
右
近
に
設
計

さ
せ
た
と
い
わ
れ
る
高
岡
城
（
現
在
の

高
岡
古
城
公
園
）
に
移
り
、
慶
長
19
年

（
１
６
１
４
年
）
に
亡
く
な
っ
た
。
利

長
は
前
年
に
曹
洞
宗
の
法
円
寺
を
創
建

し
て
お
り
、こ
こ
が
菩
提
寺
と
な
っ
た
。

３
代
利
常
は
、
正
保
3
年
（
１
６
４
６

年
）
利
長
の
33
回
忌
に
、
利
長
の
院
号

に
ち
な
ん
で
瑞
龍
寺
と
改
称
。
新
た
に

寺
の
建
物
の
造
営
を
行
っ
た
（
平
成
9

年
に
仏
殿
な
ど
が
国
宝
指
定
さ
れ
た
）。

　

寛
永
16
年
（
１
６
３
９
年
）、
３
代

利
常
が
加
賀
小
松
に
隠
退
す
る
時
、

幕
府
の
厳
し
い
監
視
の
目
を
や
わ
ら

げ
る
た
め
、
加
賀
・
越
中
・
能
登
の

１
２
０
万
石
の
う
ち
、
婦
負
郡
６
万
石

の
他
、
下
新
川
郡
浦
山
辺
、
新
川
郡
富

山
辺
、
加
賀
国
能
美
郡
の
一
部
の
計
約

10
万
石
を
次
子
利
次
に
与
え
た
。（
富

山
藩
の
誕
生
。
三
子
利
治
に
は
大
聖
寺

７
万
石
を
与
え
た
。）
な
お
、
領
地
が

分
散
し
て
治
め
に
く
か
っ
た
た
め
、
万

治
3
年
（
１
６
６
０
年
）、
利
次
は
加

賀
藩
に
届
け
出
て
、
加
賀
藩
と
富
山
藩

の
領
地
を
交
換
す
る
許
可
を
得
て
、
エ

リ
ア
が
婦
負
郡
と
新
川
郡
の
西
部
に

な
っ
た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
。

　

そ
の
後
、
越
中
は
、
江
戸
幕
府
が
崩

壊
す
る
ま
で
、加
賀
藩
（
加
賀
前
田
家
）

と
そ
の
支
藩
で
あ
る
富
山
藩
（
富
山
前

田
家
）
が
治
め
た
。

　

明
治
２
年
（
１
８
６
９
年
）
６
月
17

日
、
版
籍
奉
還
が
行
わ
れ
、
加
賀
藩
は

金
沢
藩
と
な
っ
た
。
明
治
４
年
７
月
14

日
、
廃
藩
置
県
が
行
わ
れ
、
富
山
藩
は

富
山
県
に
、
金
沢
藩
は
金
沢
県
と
な
っ

た
。
同
年
11
月
20
日
に
は
、
婦
負
郡
、

新
川
郡
、
砺
波
郡
は
新
川
県
と
な
り
、

射
水
郡
は
七
尾
県
に
属
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
そ
の
後
、
明
治
５
年
９
月
27

日
、
越
中
の
エ
リ
ア
は
新
川
県
に
な
っ

た
。
と
こ
ろ
が
、
明
治
９
年
４
月
18
日

に
は
、
石
川
県
に
編
入
さ
れ
た
。

　

明
治
政
府
が
当
初
か
ら
最
も
力
を
注

い
で
い
た
の
は
、
旧
藩
体
制
を
打
破
し

て
地
方
を
完
全
に
官
治
す
る
こ
と
で
あ

り
、そ
の
一
環
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

明
治
12
年
、
石
川
県
会
が
開
会
さ
れ

た
が
、
当
初
か
ら
加
賀
・
越
前
出
身
者

は
道
路
改
修
を
、
越
中
側
は
河
川
の
治

水
工
事
を
急
務
と
し
て
対
立
し
た
。
当

時
の
越
中
選
出
議
員
の
多
く
が
豪
農
層

で
、
農
村
が
毎
年
の
水
害
に
悩
ま
さ
れ

て
い
た
こ
と
か
ら
当
然
の
主
張
で
あ
っ

た
。
明
治
14
年
に
越
前
が
石
川
県
か
ら

分
離
し
た
こ
と
が
越
中
議
員
を
刺
激
し

た
。
こ
の
年
、
旧
十
村
（
大
庄
屋
）
家

の
中
、
富
山
県
中
学
校
を
開
校
し
、
こ

れ
が
中
等
教
育
機
関
の
始
ま
り
と
な
っ

た
。
余
談
だ
が
、
明
治
19
年
か
ら
明
治

21
年
４
月
ま
で
、
滝
廉
太
郎
の
父
・
滝

吉
弘
が
、
富
山
県
書
記
官
（
副
知
事
）

と
し
て
、
国
重
県
政
を
支
え
た
。

を
へ
て
、
６
月
４
日
内
務
省
の
告
示
に

よ
っ
て
16
年
７
月
１
日
富
山
県
庁
が
開

庁
し
た
。

　

初
代
県
知
事
に
は
、
国く
に
し
げ
ま
さ
ふ
み

重
正
文
が
任

命
さ
れ
た
。
彼
は
萩
藩
士
（
山
口
県
）

の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
、
富
山
に
赴
任

す
る
ま
で
の
10
年
余
を
京
都
府
知
事
の

も
と
で
累
進
。
彼
は
水
害
克
服
の
た
め

全
力
を
尽
く
し
、
近
代
医
療
の
導
入
に

も
献
身
。
富
山
県
の
石
川
か
ら
の
真
の

独
立
は
教
育
水
準
を
上
げ
る
に
あ
る
と

し
て
、
自
ら
実
利
的
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
作
成
し
、
児
童
の
就
学
率
の
向
上
に

も
努
め
た
。
明
治
18
年
に
は
、
財
政
難

の
米
沢
紋
三
郎
ら
を
中
心
に
分
県
運
動

が
始
ま
っ
た
。
翌
年
、
米
沢
ら
は
呉
東

の
豪
農
層
を
中
心
に
越
中
改
進
党
を
つ

く
り
、
そ
の
代
表
に
選
ば
れ
、
夏
に
分

県
請
願
を
決
議
。
米
沢
は
そ
の
委
員
長

に
な
っ
た
。
明
治
15
年
９
月
26
日
、
米

沢
は
分
県
建
白
書
を
持
っ
て
入
善
を
出

発
。
上
京
後
、
１
ヶ
月
余
待
っ
て
よ
う

や
く
岩
倉
具
視
以
下
政
府
高
官
に
分
県

の
必
要
を
上
申
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

な
お
、
分
県
建
白
は
、
米
沢
ら
だ
け

で
は
な
く
、
砺
波
市
小
島
生
ま
れ
の
石

埼
謙
も
東
京
府
知
事
に
行
っ
て
い
る
。

　

明
治
16
年
５
月
９
日
、
佐
賀
県
・
宮

崎
県
・
富
山

県
三
県
の

設
置
の
太

政
官
達
が

発
せ
ら
れ
、

元
老
院
の

検
視
と
天

皇
の
裁
下
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歴代の富山県知事
氏名 就任年月 出身県

官選知事
1 国重正文 M16.5 山口県
2 藤島正健 M21.10 熊本県
3 森山　茂 M23.7 大阪府
4 徳久恒範 M25.8 佐賀県
5 安藤謙介 M29.4 高知県
6 石田貫之助 M30.4 兵庫県
7 阿部　浩 M31.2 岩手県
8 金尾稜厳 M31.8 広島県
9 桧垣直右 M33.1 山口県
10 小倉　久 M35.2 群馬県
11 李家隆介 M35.12 山口県
12 川上親晴 M38.12 鹿児島県
13 宇佐見勝夫 M41.3 山形県
14 浜田恒之助 M43.6 高知県
15 木間瀬策三 T4.8 千葉県
16 井上孝哉 T6.1 岐阜県
17 東園基光 T8.4 東京府
18 信太時尚 T10.12 秋田県
19 伊東喜八郎 T11.9 大分県
20 岡　正雄 T13.7 島根県
21 白上佑吉 T15.9 東京府
22 白根竹介 S2.5 山口県
23 山中恒三 S4.2 山口県
24 鈴木敬一 S6.4 東京府
25 斎藤　樹 S7.6 千葉県
26 土岐銀次郎 S10.5 和歌山県
27 矢野兼三 S13.4 大阪府
28 町村金五 S16.1 東京府
29 坂　信弥 S18.4 山口県
30 西村彰一 S19.2 東京都
31 岡本　茂 S19.7 奈良県
32 吉武恵市 S20.10 山口県
33 田中啓一 S21.1 岐阜県
34 石丸敬次 S21.7 福岡県
35 羽根盛一 S22.2 福井県

公選知事
1 館　哲二 S22.4 富山県
2 高辻武邦 S23.11 富山県
3 吉田　実 S31.10 富山県
4 中田幸吉 S44.12 富山県
5 中沖　豊 S55.11 富山県
6 石井隆一 H16.11 富山県
「富山県」（高井進著　昌平社）より


